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未来

小江戸川越・鉄道開設111周年記念フェア
問い合わせ…観光課観光企画担当・℡内線2731

小江戸川越・鉄道開設111周年記念写真展
川越の鉄道に関する写真を展示します。

日時…11月２日斥～10日昔、午前８時30分～午
後５時（土・日曜日、祝日を除く。10日は午後

３時まで）

会場…市役所本庁舎１階ロビー

小江戸川越・鉄道開設111周年記念フェア
幻の貨物線「西武安比奈線」を歩く
南大塚駅から入間川まで、往復約８キロを歩きま

す。無料（参加記念品あり）。当日直接、受付会場。

詳しくは、西武鉄道㈱運輸部営業課（℡04－

2926－2222）にお尋ねください。

受付日時…11月５日隻、午前９時30分～11時
受付会場…南大塚駅北口

小江戸川越・鉄道開設111周年記念セレモニー
舟橋市長・西武鉄道所沢駅管区長・東武鉄道川越

駅長・ＪＲ東日本川越駅長によるテープカットとヘ

ッドマーク付き特別電車「小江戸川越111号」国分

寺行きの出発式を行います。

日時…11月11日析、午後０時40分～１時（特別
電車の出発は、午後１時）

会場…本川越駅ホーム
＊特別電車は、通常料金で乗車できます。

小江戸川越・鉄道開設111周年記念フェスティバル
ミニ新幹線の運行、駅弁・記念切符・小江戸川越

ブランド産品の販売、子ども制服撮影会、電車塗り

絵、ペーパークラフト、鉄道模型展示など。

日時…11月11日析、午前10時～午後４時
会場…鏡山酒造跡地（新

しん

富
とみ

町
ちょう

１丁目）

川
越
を
取
り
巻
く
路
線
網
で
、
現
在
進

ん
で
い
る
計
画
は
、
東
京
メ
ト
ロ
13
号
線

で
す
。
こ
の
路
線
は
、
和
光
市
駅
か
ら
池

袋
を
通
り
渋
谷
駅
に
至
る
路
線
で
、
す
で

に
和
光
市
駅
―
池
袋
駅
間
は
有
楽
町
線
と

し
て
開
通
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
平
成
二

十
年
の
開
通
を
目
指
し
て
池
袋
駅
―
渋
谷

駅
間
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
業
後
は
、
東
武
東
上
線
と
の
相
互
乗

り
入
れ
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
際

に
は
、
新
宿
・
渋
谷
方
面
へ
の
重
要
な
路

線
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
四

年
度
を
め
ど
に
、
渋
谷
駅
で
東
急
東
横
線

と
つ
な
が
り
、
直
通
運
転
を
行
う
予
定
で

す
。
実
現
す
る
と
、
川
越
か
ら
横
浜
ま
で

一
本
に
つ
な
が
り
、
鉄
道
網
が
大
き
く
広

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
、第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
で
は
、

既
存
の
路
線
に
つ
い
て
は
複
々
線
化
や
複

線
化
な
ど
、
輸
送
力
の
増
強
な
ど
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
休
止
扱
い
と
な

っ
て
い
る
西
武
安
比
奈
線
の
旅
客
化
の
推

進
を
し
て
い
き
ま
す
。
光
が
丘
か
ら
先
の

延
伸
が
計
画
さ
れ
て
い
る
都
営
大
江
戸
線

に
つ
い
て
も
、
動
向
を
見
き

わ
め
な
が
ら
、
市
内
へ
の
延

伸
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
重
要
な

交
通
手
段
と
し
て
活
躍
す
る

鉄
道
。
川
越
に
初
め
て
の
鉄

道
が
開
通
し
た
と
き
、
こ
こ

ま
で
便
利
に
な
る
と
は
だ
れ

も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
は
？

将
来
、
計
画
が
実
現
し
、
鉄

道
網
が
広
が
る
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
鉄
道
に
よ
る
行
動

範
囲
が
広
が
り
、
市
内
を
訪

れ
る
観
光
客
の
増
加
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

＊写真展を除く各会場は駐車場がありませんので、電車・バスでお越しください。

将来予想図

将将将
来来
予予
想想
図図

今にも列車がやって来そう
な安比奈線の線路。旅客化
の推進をしていきます



新
車
を
購
入
す
る
際
、
「
好

き
な
番
号
で
い
い
で
す

よ
」
と
言
わ
れ
、
平
成
15
年
の
15
、

70
歳
（
主
人
の
歳と

し

）
の
70
で
１
５

７
０
と
し
ま
し
た
。走
っ
て
い
て
、

１
１
２
２
と
か
３
３
５
５
と
か
４

桁け
た

同
じ
数
が
、
良よ

い
番
号
に
見
え

ま
す
。
で
も
、
一
寸

ち
ょ
っ
と

思
い
出
す
の

に
15
年
と
か
、
70
歳
と
か
す
ぐ
わ

か
り
ま
す
の
で
満
足
し
て
居お

り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
事
故
の
な
い

様
に
走
り
ま
す
。

中
村
昌
子
（
南
大
塚
）

■
広
報
川
越
か
ら

ナ
ン
バ
ー
を
決
め
る
と
き
、
自

分
だ
け
が
わ
か
る
、
自
分
が
忘
れ

な
い
番
号
を
付
け
る
の
も
一
つ
の

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
満
足
し
た

ナ
ン
バ
ー
の
自
動
車
が
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
、
交
通
安
全
に
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

私
の
こ
だ
わ
り
の
番
号
は

「
１
１
９
」
で
す
。
理
由

は
消
防
大
好
き
人
間
な
の
で
。
今

乗
っ
て
い
る
乗
用
車
の
ナ
ン
バ
ー

も
１
１
９
で
す
。
い
ま
か
ら
３
年

前
に
軽
の
消
防
車
（
車
検
証
上
は

ポ
ン
プ
車
）
を
手
に
入
れ
、
川
越

の
街
を
走
っ
て
い
ま
す
が
、当
時
、
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＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト

広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

軽
に
は
希
望
ナ
ン
バ
ー
制
が
な

く
、こ
ち
ら
は
１
１
９
で
は
な
し
。

し
か
し
、
こ
ち
ら
も
い
ず
れ
は

「
川
越
ナ
ン
バ
ー
の
１
１
９
」
に

し
た
い
で
す
。

小
ノ
澤
辰
範
（
新
宿
町
二
丁
目
）

■
広
報
川
越
か
ら

川
越
ナ
ン
バ
ー
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
新
車
だ
け
で
は
な
く
、
現

在
乗
っ
て
い
る
自
動
車
の
ナ
ン
バ

ー
も
、
川
越
ナ
ン
バ
ー
に
変
更
が

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
九
月
二

十
五
日
発
行
の
広
報
川
越
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
八
ペ
ー
ジ
で

も
川
越
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
　
　
　
◎
　
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
、
広
聴
広
報
課
で

付
け
ま
し
た
。

待望の川越ナンバーが10月10日発進

私にとりまして、川越ナンバーには特別な思い

出があります。昭和40年代後半、私が埼玉県議

会交通通信特別委員会の委員長時代に、当時の埼

玉陸運事務所長から「川越市に車検場を造り、川

越ナンバーをつくりたいから協力してもらいた

い」と依頼を受けました。

私は大いに乗り気で、当時の川越市長を訪ねま

した。その市長は私が車検場開設賛成派であるこ

とを十分承知していて、「車検場を造って、何の

メリットがあるのですか」と言われたのを今でも

よく覚えています。

その後、所
ところ

沢
ざわ

市へ出かけたとき、当時の所沢

市長に「私を恨まないでくださいね。川越市が断

ったから所沢ナンバーになるのですよ」と、言わ

れました。

私は市長になってから、川越ナンバーの夢を実

現したいと考えておりました。幸い今回は、「ご

当地ナンバー」ということで車検場がなくても、

ナンバーを付けられることになりました。そこで、

川越ナンバー実現に向けて、市をあげての運動を

行いました。市内の各種団体や議員の皆さんをは

じめ、多くの皆さんにご協力をいただきました。

特に、川越都市圏まちづくり協議会を構成する

坂
さか

戸
ど

市・鶴
つる

ケ
が

島
しま

市・越生
お ご せ

町
まち

・毛
も

呂
ろ

山
やま

町
まち

の皆さんに

もご参加をいただくとともに、比企郡の全市町村

の応援もいただき、心から感激いたしております。

いよいよ、待望の川越ナンバーが全国を走り始

めます。川越都市圏の観光のさらなる発展、その

他すべての面でプラスになるはずです。皆さんの

ご協力、心から感謝しております。

市市市長長通通信信 第４号

川越市長　舟橋功一


